
通信・放送分野の改革に関する最近の動き

通信・放送の在り方に関する政府・与党合意（０６年６月２０日）

骨太方針（経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００６）（０６年７月７日閣議決定）

通信・放送分野の改革に関する工程プログラム（０６年９月１日）

（通信分野）

高度で低廉な情報通信サービスを実現する観点から、ネットワークのオープン化など必要な公正競争ルールの整ネットワークのオープン化など必要な公正競争ルールの整
備等を図る備等を図るとともに、ＮＴＴの組織問題については、ブロードバンドの普及状況やＮＴＴの中期経営戦略の動向などを
見極めた上で２０１０年の時点で検討を行い、その後速やかに結論を得る。

（本合意の工程管理）

本合意の各項目にかかる検討、実施の工程については、総務大臣が与党の了解を得て管理していくものである。

（世界最先端の通信・放送に係るインフラ・サービスの実現）

「通信・放送の在り方に関する政府与党合意」に基づき、世界の状況を踏まえ、通信・放送分野の改革を推進する。「通信・放送の在り方に関する政府与党合意」に基づき、世界の状況を踏まえ、通信・放送分野の改革を推進する。

（４．通信関連）

公正競争ルールの整備等について、「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」報告書「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」報告書

を踏まえ、以下の点について検討し、結論が得られたものから順次実施するを踏まえ、以下の点について検討し、結論が得られたものから順次実施する。

・固定電話に係る接続料の算定ルールの見直し

・ＮＴＴ東西の次世代ネットワークに係る接続ルールの整備

・指定電気通信設備制度等の見直し

・その他公正競争確保のための競争ルールの整備

ＮＴＴの組織問題について、市場の競争状況の評価等に係るレビューを毎年実施するとともに、２０１０年の時点
で検討を行い、その後速やかに結論を得る。
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